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例急日 火曜目12：30

例会場 愛知厚生隼金会館
事務局 TEL763-5110MX763-5121

会長 黒野貞夫

幹事 山本屋輔
会報委員長秋山茂則
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行動に信念を信念は行動に
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1993～94年唾RI会長口パート･mバース

No. 4

第534回例会平成5年7月27日（火）

◇‘奉仕の理想”

◇出席報告

会貝 68(65)名 III 席 41名

出l,'if率 63. 08%

前回 7)120日（修正出朧率) 100%

◇ビジター紹介 62名
◇ニコボックス

加藤大豊君本日愛知県旭高原で行われた

全|通lスポーツ少年大会開会式後、秋篠宮殿~ド・

I副妃殿下・鈴木知事と共に食事会に出〃ifする

ことが出来ました。

三好親君大変霧いです。

長門保明君秋篠宮・同妃殿下のご来県ご

苦労様です。

西尾正巳君夜間例会お世話になります。

鈴木理之君水野民也御夫妻色々ありが

とうございました。

◇山本幹事報告

l .次回例会終了後、クラブアセンブリーを

捌催いたしますので、理堺役員・各委員長は

お残り下さい。

◇黒野会長挨拶

文房というのは、読書あるいは執筆する部

屋． :書斎のことで、文房具とはそこで仕斗Iを

するに必要な文具のことです。文房四宝はそ

の中で般も亜要な四つで、蝋、墨、硯、紙が

宝というわけです。この良否が仕事への意欲、

作品に大きな影響を及ぼすのです。

その筆頭の筆について－

『史記』によると、 「楽の始皇、太子扶蘇

と将軍蒙‘橘をして万里の長城を築かしむ。 '冊

中111の兎毛をとりて筆を作り、案を判せしむ」

とあり、これが、筆の起源とされています。
はじめは「不律」「聿」といいましたが、後に

’賑|こして「韮」というようになり童した。わが

剛では「布美天」「ふむで」「ふんで」といい、

I略されて「ふで」となったのです。BC200年

代の蒙儒の時代から今日まで長い歴史のIIIで

曇／晴 夫人同伴夜間例会於松楓閻

常に改良され、生活の中で親しまれ生かされ

てきましたが、今やワープロ全磯時代で文字

を謀〈必要性が少なくなってしまったようです。

諺に「弘法筆を択ばず」とありますが、当

の弘法大師(空海)は「良工は先ずその刀を利

し、能諜は必ず好蛾を用い、字を逐って筆を

変ず」と記しており、弘法ほどの技量があれ

ばどんな筆でも使いこなせると解釈するのが

本当で、空海の能謝一「風信帖」などは見る

たびに圧倒されます。 「弘法筆を択ばず」は空

海の上手さをひきあいに出したもので、逆に

「弘法兼を択ぶ」と解するのが正しいようです。

筆の先、中心肢先端の大切なところを命毛

といいます。 「のげ」ともいい、真中に一番長

く突き出ていることもあります。時には邪魔

に思えることもありますが、これがよい字、よい

線を生み出すもので、摩滅(すり切れる）したり、

はさみで切ったりすると途端に書けなくなってし

まいます。正に生命を与える大切なものです。

千種ロータリークラブの命毛的行動が私に

は出来るだろうかと自省し、 「ロータリーは

補識の付き合いだヨ」と聞きました。奉仕の

理想に向かって高い糊識を持つようにしてま

いりたいと思います。

…海華雷奮埣嘩堯夜間例会璽帝冨歪幸畢華率唾葱

◇乾杯大谷直前会長
今年度妓初の夜IIM例会は、 13名のご夫人の

参加を得て行われました。
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本年度会長テーマ ､､更なる飛翔'′ ｲ､紙はIHI'|紙牟従II1ｰており主寺



あちらこちらで話に花が咲き、要も鮒にな

ったころ、満仲宏氏によるマジックショーを

皆さんお楽しみになりました。

スプーンIMIげ、コインシガースルー､釘ll11げなど、

どれも不思議ですっかり見入ってしまいました。

◇北海道南西沖地震義援金発表

魚津社会奉仕委員長

本1 1呰様にご協力噸きました北海道南西沖

地震義援金は、お|隆様で75,000円になりまし

た。ありがとうございました。

◇閉会挨拶鈴木（正）副会長

木日はたくさんの方々にご出席頂き、あり本日はたくさんの方々にご出席頂き、あり テルの支配人がいて、私が挨拶を紙に書いて

がとうございます。 通i沢に渡し、それを会員がドイツ語に訳して

私は、このような席が火変好きですので、これ くれて、皆さんに紹介してくれました。

からもどんどん企IIDiして頂き、ロータリアン同 岐後に、会員の ・人が日本を訪問したいと

志親睦を深めながら楽しくやっていきたいと ゴっていましたので、もし当クラブを訪問す

思います。この一年IIII又、よろしくお願いい ることがありましたら、全員でお迎えしたい

たしまして附会の挨拶とさせていただきます。 と思います。
◇StMoritzRCを訪問して ◇次回例会(8月3日）

(7/20バナー紹介より） 今枝秀夫ｲヤ 識減“私の仕那パートⅡ”

先日スイスのSt.MoritzRCを訪問しまし 会員 I｢1部井良和ｲ.I

た。会員の皆さんは非常に友好的で、全員が ◇“次々回例会（8月10日）

握手をして歓迎してくれました。 拙瓶“世界の!'!の日本人”
サンモリッツはドイツ語でした。私は英語 マンハッタン・イングリッシュスクール校長

の通訳をつれて行きましたが、会貝の中にホ ［1比野元美さん （紹介松島君）
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